
疾病管理における殺処分 
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人間の安全のために 
管理計画を策定する際には、人間の安全を慎重に考慮する必要があります。 
特に不慣れな環境で作業している場合（たいていが不慣れである）、人の安全上のリスクは、病

原体の曝露、殺処分の器具や環境に存在するその他の要因から生じる可能性があります。動物の

取り扱い、殺処分、感染した体液により、人畜共通感染症にさらされる可能性もあります。 
これらのリスクは感染動物との接触や取り扱いを最小限に抑えることで軽減できます。動物やそ

の体液との物理的接触が避けられない場合は、適切な個人用保護具（PPE）を提供することでリ

スクを最小限に抑えることができます。 
そして、動物の殺処分に関与する職員が適切な技能を確実に持つことが不可欠です。トレーニン

グとコンピテンシー、及びすべての業務の常時監視が必要です。使用される機器は適切な作業順

序で、定期的に維持管理されるべきです。故障等に備え、控えの機器は常備されるべきです。 

疾病管理目的のための動物の人道的殺処分のための実用的なポイント 
● 農家、家畜、農場で利用可能な資源に関する農家の知識を最大限に活用します 
● コミュニケーションが重要です 
● すべての人員は、以下について理解している必要があります 

-　チームのリーダーシップ 
-　ローテーションと適切な休憩  
-　疲労とストレスの認識  
-　衝突の回避 

● 良い取り扱いシステムを作る必要があります。これは取扱者を助け、動物を扱うときの混

乱を最小限にします 
● 「清潔な」地域と「汚れた」地域の間に境界を設け、消毒剤とPPEを提供します 
● 全員が自分自身と同僚の安全に対して責任があることを忘れないでください 
● 現場でのリスク評価は不可欠です 
● 全動物が効率的に殺されることを保証する責任は全員にあることを忘れないでください 

人道的な殺処分 
疾病管理目的のための緊急殺処分の多くの活動は、影響を受けた施設で行われます。最も準備と

計画を必要とする仕事は動物の人道的な殺処分です。 
影響を受けた施設で動物を殺処分するための準備が整っている必要があります。責任者とチーム

リーダーは、敷地内の動物の人道的殺処分のための殺処分計画を作成する必要があります。殺処

分を計画する際には、選択された方法が一貫して信頼できるものであることが不可欠です。すべ

ての動物はその過程を通して人道的に扱われなければなりません。 
殺処分の方法は慎重に検討する必要があります。気絶、及び/または殺処分の後、動物は脳幹反射

の欠如を示す以下の徴候についてチェックされるべきです。 
1. 角膜反射 
2. 眼球運動　ー目に触れることで確認することも可能 
3. リズミカルな呼吸 
4. 自分（動物）で体重を支えていない状態 

推奨される疾病管理のための殺処分方法 
A　成体哺乳類に利用可能な方法は以下の通りです。 
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1. 機械的方法 
ａ弾丸銃器 
ｂ貫通型キャプティブボルト、それに続くピッチング 

2. 電気ショック、それに続く感電 
 
B　新生児哺乳動物との使用に適したさらなる方法は以下の通りです。 

1. 機械的方法 
ａ非貫通型キャプティブボルト 
ｂ頭への手動打撃 

2. 鎮静剤と麻酔による致死注射 

A-1機械的方法 

A-1-a　弾丸銃器（国内では使用が難しい可能性が高いため訳を割愛） 
https://www.hsa.org.uk/mechanical-methods/free-bullet-firearms-1 

A-1-b　貫通型キャプティブボルトとそれに続くピッチング 
キャプティブボルト装置は銃器と同様に機能しますが、弾丸銃器とは異なり、ボルトは銃身の中

に残されたままになります。このボルトが動物の頭に当たると（打診）、脳震盪を引き起こしま

す。 反すう動物や豚に使用すると、頭蓋骨にボルトがぶつかるとすぐに意識がなくなります。 貫
通型のキャプティブボルトスタナーは、引き込み式のボルトを動物の頭の中に発射させ、そのボ

ルトが動物の皮質と中脳を貫通します。 
ボルトは圧縮空気または空のカートリッジのどちらかによって噴出されます。キャプティブボル

トの打診が成功すると、動物は即座に虚脱し、周期的な呼吸も停止し、角膜反射も消失します

（角膜反射は指で開いた目の角膜に触れることで誘発することができますー意識のある動物はま

ぶたを閉じます）。痛みを伴う刺激（例えば、皮下注射針を用いた鼻の刺すなど）に対する反応

は、なくなるでしょう。これらの兆候は、数秒間持続する強直発作の発現を伴います。 間代期

は、強直期に続き、一般に約１５から４５秒の間続き、蹴ったり脚をばたつかせるパドル運動に

よって確認することができます。 
ボルトであいた頭蓋骨の穴と動物の鼻からの出血がある可能性があります。 ボルトの貫通によっ

て引き起こされる脳への物理的な損傷は必ずしも死を意味しないため、動物の死を確実にするた

めにできるだけ早くピッチング（脊髄破壊法）を行う必要

があります。ピッチングは、貫通型キャプティブボルトに

よって作られた頭部の穴を通して柔軟なワイヤーまたはポ

リプロピレンロッドを挿入することで行います。 ワイヤー

またはロッドにより、脳幹と上脊髄を破壊し、死を確実に

し、そして気絶の後に起こり得る反射蹴りを減少させま

す。 
※イラストは補足 
疾病管理のための農場での殺処分の場合、ドライバーのよ

うな他の用具もまたこの機能を果たすために利用できま

す。その後、ロッドは脳を通って脳幹の高さまで尾に向

かって押しやられ、それが十分に長ければ、脊髄の中に押

し込まれます。 それを前後にスライドさせると、脳と上部

脊髄に最大のダメージを与えます。これは「fiddling」または「rodding」として知られている方法

です。最初は動物は激しい筋肉収縮を示しますが、それから反射筋肉の動きは抑制されます。  
 
動物は、脳幹反射の欠如を確実にするために気絶の後に注意深く監視されるべきです。 打診の有

効性について不安がある場合は、再びキャプティブボルトを適用する必要があります。 
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これらの打診の正しい位置は、後述します。 銃器やキャプティブボルト装備品の正しい標的領域

に関してオペレータが少しでも疑問がある場合は、それを特定し、可能であればマークを付けて

ください。スプレーマーカー、フェルトペン、または動物の色が黒い場合はフレンチチョークを

使用ます。 
 
キャプティブボルトスタナーの適用のために動物は拘束されるべきです。目的は動物に正確に打

診できるように動物を配置することであり、そして倒れた後すぐにピッチングをするために容易

に接近可能である場所である必要があります。動物は小さなペンの中や可動門の後ろに閉じ込め

ます。あるいは、動物をホールターで拘束することができます。犬歯の後ろ、上顎の周りにロー

プの縄を通すことで、個々の豚を拘束することができます。豚を引き戻すと、すぐに打診するた

めの姿勢にすることができます。 
 
ボルトの速度とボルトの長さは、動物の種類と種類に応じて、製造元の推奨に従って適切でなけ

ればなりません。 
疾病管理のために殺処分に使うときは、過熱を防ぐために複数のスタナーが必要です。さらに、

予備装置は常に利用可能であるべきです。 

打診位置 

豚はキャプティブボルト装備で気絶させるのが最も難しい動物です。 対象面積は非常に小さく、

この問題は特定の品種や老齢の豚に見られる「皿状の顔 ‘dish-face’ 」の特性によって悪化する可

能性があります。 さらに、他の種と比較して、脳は頭の奥深くに位置し、前頭骨と脳腔の間には

副鼻腔の塊があります。 
キャプティブボルトスタナーは、ほとんどの豚に使用できますが、機器に使用可能な最も重い

カートリッジを使用すること、及びすべての場合において動物が迅速に死ぬことを保証するため

に失血させるかピッチングをすることをお勧めします（アニマルライツセンター補足：意識がな

いことを確認の上パコマを投与しても良いと考える、ただし意識がある場合パコマは残酷である

ことを把握しておくこと）。 
 キャプティブボルトで打撃する位置は、尾の方を向いて、額の正中線で、目の高さの上20mmで

す（図16、17）。スタナーの銃口は頭に対してしっかりと配置する必要があります。 
 
年配の雌豚や雄豚には、額の中央を走る骨の尾根（骨で飛び出した部分）があるかもしれません

（図18）。 これはボルトが脳腔を貫通するのを妨げる可能性があり、豚は効果的に気絶しないで

しょう。成豚には起こり得る問題があるため、可能であれば、それらは電気的に気絶させるか、

あるいは弾丸銃器の使用によって行うことをお勧めします。 

 

図16: スタニング位置  図 17: 断面図 図 18: 成豚の断面図 
■考慮事項 
以下に注意すること。 

● 清掃、メンテナンスを行うこと 
● 正しい位置に打つこと 



● 誤発射はアニマルウェルフェアを著しく損なうことを認識すること 
 
この方法の良い点は、 殺処分の過程を通して無意識状態が持続し、また無意識状態をの即時発生

させることができることです。 
この方法の悪い点は、動物を拘束する必要があることです。これは人との接触に慣れていない動

物に恐怖を与えます。拘束が不十分である場合、打撃を失敗する可能性があります。 
また失神後の痙攣による人の怪我には特に注意する必要があります。貫通型の場合、体液の漏出

がバイオセキュリティに影響を与える可能性があります。 
位置を間違えるなどで失敗した場合は直ちにやり直す必要があります。 
（アニマルライツセンター補足：上述の通り、豚は難しい場合が有るため、失敗したときのため

に電殺器を準備しておくことをお薦めします。意識がある状態でパコマを打たないでくださ

い。） 
 
この方法は、豚（生後6ヶ月まで）、牛、羊、ヤギと鹿を殺すのに適した方法です。 
また、成体牛の場合は、ボルトで気絶させる前に鎮静させることが望ましいでしょう。鎮静させ

ることは人の安全性を高め、動物が経験するストレスを軽減する可能性があります。 

A-2電気ショック、それに続く感電 
電気は動物を気絶させ殺すのに使うことができます。この方法は動物に電気を気絶させることを

含み、出血（心臓と脳の間の主要な血管の切断）、または感電（心臓を止めるための電流の印

加）によって死に至らしめることができます。出血はバイオセキュリティリスクであるため、疾

病管理手術中の出血は推奨されません。したがって、感電死を採用すべきです。 
感電死の目的は、心臓が体の周りに血液を送り出すのを止めることによって動物を殺すことです

（心室細動として知られています）。これが起こると、脳は酸素が不足して急速に死にます。適

切な電流が心臓を通過すると、心室細動の状態になります。つまり、心筋の繊維は、規則正しく

調整された方法ではなく、急速に調整されていない方法で収縮します。血行が止まり、この状態

が続くとすぐに死にます。 
動物が感電すると、わずかな体の震えで硬くなり、その後徐々に弛緩します。それ以上の動きは

ないはずです。 
すべての動物が心停止を起こすことを保証することはできません。脚のけいれん運動が起きるな

ど頭だけの気絶の徴候を示す場合、すぐさまキャプティブボルト装置を使用して気絶させ、脊髄

破壊法により回復を防ぐべきです。 
効果的に気絶することなく動物が心停止に陥ることもあり得ます。この症状は、動物が麻痺して

非常に早く死亡する可能性があるため観察するのが非常に困難ですが、眼球運動または角膜反射

（眼の表面に触れることに対する反応）を確認することは妥当な指標です。 
このような状況が発生した場合は、動物を直ちに気絶させ、次の使用の前に機器を再度チェック

し、電極の配置を注意深く見直す必要があります。 
HSAの出版物「赤肉動物の電気的スタニング」オンラインガイドも参照してください。 
http://www.hsa.org.uk/electrical-stunning-of-red-meat-animals-introduction/introduction-1 
 
二段階の電流の流れは、若齢及び成体のヒツジ及びヤギ、な

らびに1週齢以上の子牛及び豚を殺すために行うことができ

ます。それは、動物を気絶させる鋏型トングによる頭部への

電流と、それに続く心停止に起因する心臓をまたぐ位置に胸

部を横切るトングの電流を含みます。 
心臓は、５０Ｈｚのような低周波電流に特に敏感であり、よ

り高い周波数には反応しない可能性がある。したがって、ス

タニング機器の周波数が50 Hzに設定されていることを確認

することが重要です。 
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まず、動物の頭に電気を流すと、意識がなくなり発作が起こります。この間に、電流が脳を流れ

ると、動物は倒れ、呼吸を止めます。前足がしっかりと伸び、そして後足が体の中に曲がった状

態になります。 
次の段階では、動物がリラックスし、前足と後足の両方が無意識に蹴り始めるのがわかります。 
電流を最低３秒間流します。 
頭部のみの気絶の後、動物が無意識になったらできるだけ早くステージ2を行い、トングが胸部を

またがって適用されるとき、心停止を介して動物を死に至らしめます。 
感電は非常に痛みを伴うことが知られているため、ステージ2の感電をさせる前に動物が無意識で

あることを操作者が確認することが重要です。電極は、持続時間全体にわたってしっかりと適用

されるべきであり、そしてスタニングが完了するまで圧力が解放されるべきではありません。 
2人のチームメンバーが2段階電撃法の殺処分方法を実行することが要求されます。一人は動物へ

の電極の適用を担当し、二人目は2回目の適用を可能にするために動物の位置を調整しますす。 
スタニング機器は、特定の状況において効率的になるように開発及び設計されています。した

がって、製造業者は、最適なアニマルウェルフェアを確保するために、機器を使用し維持する必

要がある条件に関して、ユーザーに詳細な指示を提供することを要求されています（EC 
1099/2009）。 

スタニング殺処分のパラメータ 
周波数が高くなると、心室細動が発生する可能性が低くなるため、電流の周波数は80Hz以下にす

る必要があります。必要とされる適切な電圧及び電流は、表１におけるように動物の種及び年齢

に依存する。 
 
表1：家畜のスタニング殺処分のための最小電気的パラメータ 

動物の種類と年齢 気絶のための最小電流（A）
（頭部のみ） 

殺すために心臓にかかる電流
（A） 

 牛  1.28  1.5 

 子牛  1.25  1.25 

 大人の羊とヤギ  1.0  1.0 

 子供と子羊  1.0  1.0 

 豚6週間以上  1.3  1.3 

 6週未満の豚  0.5  0.5 

 ヤギ  1.0  1.0 
注意：これらのパラメータは比較的低い抵抗を持つ汚れのない動物のために開発されています。

（羊のような）厚いフリースや、汚れによって引き起こさる高い抵抗は、気絶の効果に影響を与

える可能性があるので、動物が適切に気絶/殺されることを確実にするためにパラメータはオーム

の法則に従って調整されるべきです。 
電流の流れを最大にするためには、接触抵抗をできるだけ低く抑えることが重要です。電流に対

する全体的な抵抗は2つの要因によるものです。体の組織、また電極と皮膚の間の接触。動物の外

側の導電性は、フリースを濡らすことによって改善することができます。操作者の観点からは、

電極を正しい位置に適用しそして適用期間中一定の圧力を維持することにより接触抵抗を最小に

することが可能です。 
電極上にグリースや汚れがたまることがよくあります。これは、機器が農場で使用されている場

合に特に発生します。この蓄積は電気抵抗を増大させるので、定期的に除去しなければならな

い。電極をきれいにしないと、腐食が起こり、さらに抵抗が増加します。電極は、動物との最適

な電気的接触を維持するために、製造元の仕様書に従って定期的に徹底的に清掃する必要があり

ます。電流が流れ始めると抵抗は低下しますが、すぐに気絶を起こすための推奨される電流を供

給するために、初期抵抗を克服しなければなりません。以下の表２は、抵抗が高い場合に有効ス

タンの発生に必要なスタニングパラメータの変動を示す。 



電殺と必要なパラメータの詳細については、HSAの出版物を参照してください。 
赤肉動物の電殺    オンラインガイド 
http://www.hsa.org.uk/electrical-stunning-of-red-meat-animals-introduction/introduction-1。 
 
表２：抵抗が低いか高い場合に、豚と羊を効果的に気絶させるのに必要な電圧と電流。 
種 電圧（V） 抵抗（Ω） 電流（A） 効果的な気絶？ 
豚（クリーン電極） 250 150 1.7 はい 
豚（汚れた、磨耗した電極） 250 350 0.7 いいえ 
羊（短く、濡れたフリース） 250 200 1.3 はい 
羊（長く乾いたフリース） 250 1000 0.3 いいえ 

  
現代の電気スタニング機器は設計により電流が安定しており、自動的に必要な電流を維持するた

めに印加電圧を調整します、これは明らかに福祉上の利点があります。しかしながら、電極を清

潔に保つことによって接触抵抗を低減することが依然として重要です。電気スタニング機器は、

トングへの出力がアースから絶縁されていることを確認するために資格のある電気技師によって

定期的にテストされるべきです。 
 
取扱者と屠殺者は、自身の健康と安全へのリスクを最小限に抑えるために適切な保護服（ゴム長

靴）を着用しなければなりません。動物は、確実に電気を供給できる囲いの中に入れてくださ

い。動物の死は、上述の基準を使用して2段階の電撃後に確認されるべきです。殺処分を実行する

人はすべての動物のための脳幹反射の欠如を確実にするべきです。気絶または殺処分の成功を取

り巻く疑問がある場合は、弾丸銃器またはキャプティブボルトによる死とそれに続く脊髄切断の

ような別の方法が直ちに行われるべきです。 

疾病管理のために人口減少時に電気的方法を使用する場合の考慮事項 
疾病管理対応中に動物を気絶させ殺すために電気を使用することには利点があります。銃器や

キャプティブボルト装置に勝る大きな利点は、バイオセキュリティに対するリスクが大幅に減少

することです。この方法は非侵襲的です。皮膚が損傷されません。したがって、環境に侵入し汚

染する伝染性病原体の存在に関する懸念が少なくなります。銃撃やキャプティブボルトとは異な

り、脳も無傷のままであり、死後の診断分析に使用できる可能性があります。 
電気の二段階の適用は成体豚への使用に特によく適しています。上記のように、これらの動物の

頭蓋骨の立体配座のために、機械的殺処分方法を使用するときに問題が起こり得ます。しかし、

電気を使用する場合、これは問題にはなりません。この方法は動物取扱者や殺処分要員にとって

も害が少なくなります。機械的方法と比較して、動物の気絶後／殺処分の痙攣は減少し、これは

人の安全性に対する危険性がより少ないことを意味しています。 
一方、この方法にも欠点があります。二段階法は確実な電気の供給を必要とし、電極は効果的な

気絶及び致死を生じるために正しい位置に適用されそして維持される必要があります。この手順

は、殺処分作業者と動物取扱者にとって物理的に困難な場合があります。多数の動物を殺処分す

るのであれば、作業者の疲労と電極の配置の悪さが一番の課題です。可能であれば、殺処分作業

員と動物取扱者がタスクを交換する、ローテーションできるようにする、交代要員を増やす、疲

労を防ぐために定期的に休憩を取ることをお勧めします。 
アニマルウェルフェアに関する重要な考慮事項は、高い接触抵抗の危険性です。特にトングが胸

部に適用されるときに必要な電圧が与えられるのを妨げる可能性があるので、これを大人の角の

ない羊に適用する場合、これは特に懸念される。さらに、頭の上に高レベルのウールカバーがあ

るヒツジの品種は、低抵抗接触を維持することの難しさを増す可能性があります。必要ならば、

食塩水を伝導を助けるために適用してもよい。羊、特に雄の角位置もまた、第１段階中の電極配

置を妨げる可能性があります。 
最小限の抵抗を維持するために電極を定期的に清掃することも非常に重要です。20〜25匹の動物

に使用した後は、ワイヤーブラシ、電動ワイヤーホイール、または洗浄液を使用すると、機器の

メンテナンスに役立ちます。 

http://www.hsa.org.uk/electrical-stunning-of-red-meat-animals-introduction/introduction-1


結論 - 種と状況 
この方法は、小型の反すう動物（完全な羊毛と角のあると問題があるかもしれないが）、豚、及

び子牛（1週齢以上）での使用に適しています。 

B-1-a　幼齢動物の非貫通型キャプティブボルト 
最近の研究は、非貫通型キャプティブボルトが新生児の子豚や子ヤギ供を人道的に気絶させたり

殺処分したりできることを示しています。最大10.9 kg（0 - 28日齢）の子豚は前頭骨/頭頂骨の正

中線で打診する必要があります。（子牛について中略） 
成体哺乳類同様、機器の掃除や打診を弱める汚物等を取り除く必要があります。また失敗したと

きは直ちにやり直す必要性や、位置も同様です。 
 
この方法には多くの利点があります。 主に、殺害の過程を通して持続する無意識の即時発生は痛

みと苦痛を最小にし、人道的であると言えます。手動で頭部に打撃を加えるのと比較して、キャ

プティブボルト装置を使用することは、打撃の力に関し、はるかに高い信頼性があります。ま

た、装置が静止しているときに位置決められるため、誤った位置への打撃の危険性が減少しま

す。さらに、この装置の可動性は動物を移動させる必要性を減少させ、これはアニマルウェル

フェア及び病気の蔓延防止にも有益です。 
 
新生児哺乳動物を気絶させたり殺したりするためにキャプティブボルト装置を使用することに関

連した欠点もある。 生体哺乳類でキャプティブボルト装置を使用するのと同様に、動物は拘束さ

れなければなりません。 新生児の拘束は生体よりも簡単かもしれませんが、それでも怪我を防ぐ

ために注意を払う必要があります。 動物が適切に拘束されていない場合、及び／または動物が興

奮しているために静止していない可能性がある場合は、誤った打診が課題となる可能性がありま

す。ピッチングや出血（またはその後の致死処分）を行う職員の安全は、動物の気絶後のけいれ

んによって危険にさらされる可能性があります。銃器の使用と同様に、脳組織の破壊は病理検査

を妨げ、体液の漏出はバイオセキュリティリスクをもたらすかもしれません。 

結論 - 種と状況 
この方法は人道的といえ、哺乳類の新生児（子豚、子ヤギ、子羊、子牛）に適しています。 

B-1-b 幼齢動物の頭への手動打撃 
※アニマルライツセンター補足：これまで養豚場の方との話した中では、人の精神上の影響が懸

念されます。とくに日本人は直接殺すことを忌み嫌うため、このやり方が向いているとは考えて

いません。そのため訳を割愛しますが、二酸化炭素単体よりはアニマルウェルフェアは高いた

め、二酸化炭素を検討している場合は、こちらを採用してください。 
https://www.hsa.org.uk/methods-suited-for-young-animals-neonatal-lambs-calves-and-piglets/blow-
to-the-head 

B-2 致死注射 
最初の鎮静剤の注射に続いて、動物に致死量の麻酔薬を静脈内注射します。動物は意識を急速に

失い死ぬでしょう。最も一般的に使用される薬は他の薬と組み合わせてバルビツール酸塩です。

効果的な投与を保証するために動物は拘束されるべきです。動物によっては、注射中の動きを防

ぐために鎮静剤が必要な場合もあります。静脈内投与が好ましいが、腹腔内または筋肉内投与を

選択することができます。急速な意識喪失とそれに続く死を引き起こす投与量、及び投与経路を

使用すべきです。薬物が効果的に投与され、脳幹反射がないことによって死亡を確認することが

できることを確実にするために、動物を投与、及びその後の期間を通して監視するべきです。 
 

https://www.hsa.org.uk/methods-suited-for-young-animals-neonatal-lambs-calves-and-piglets/blow-to-the-head
https://www.hsa.org.uk/methods-suited-for-young-animals-neonatal-lambs-calves-and-piglets/blow-to-the-head


動物が致命的な注射によって殺されると、屠体の処分方法に制限があるかもしれません。人に害

のある薬剤の場合、死体は人間または動物の消費のために使うことができません。 

疾病管理のために人口減少の間に致死的注射を使用するときの考慮事項 
この方法は、感染した体液が環境に入る危険性が最小限であるため、疾病管理業務において適切

です。ただし、死体の使用には制限が設けられている可能性があるため、死体の廃棄には慎重な

検討が必要です。この方法は小さな動物に最も適していますが、年齢を問わずすべての種で使用

できる可能性があります。 
 
この方法は、死亡が円滑に誘発されるので、アニマルウェルフェアの観点から有利です。この方

法では体液を屠体から排出する必要がないので、バイオセキュリティのリスクが最小限に抑えら

れます。 
 
実用的な観点から、疾病管理目的のために人口減少の間にこの方法を使用することには多くの欠

点があります。拘束や鎮静の適用は動物に苦痛を引き起こす可能性があり、人畜共通感染症を扱

う際の綿密な取り扱いはバイオセキュリティのリスクとなる可能性があります。人への偶発的な

注射が発生した場合、深刻な人体安全上のリスクもあります。いくつかの薬物の入手可能性及び

使用は獣医外科医に限定されており、投与には特定の技能及び訓練が必要です。この方法を実行

するのにかかる時間は、それが少数の動物に対する使用にしか適していないことを意味します。

薬物の種類や投与経路の組み合わせによっては、痛みを伴うことがありますので、そのような薬

剤（アニマルライツセンター補足：パコマなどの逆性石けん製剤はこれにあたります）を使用す

る場合は気絶後、意識のない動物にのみ使用してください。 

結論 - 種と状況 
この方法は、少数の新生児の子豚に最適です。高い福祉的選択肢ですが、お金と時間の両面がか

かります。その使用はまた、特定の薬物及び熟練した／認可された職員の入手可能性のために制

限されるかもしれません。 
https://www.hsa.org.uk/lethal-injection/lethal-injection-1 
※アニマルライツセンター注記： 

● 高い二酸化炭素のレベルで豚を殺すと、15〜30秒間重度の苦痛があり、おそらく苦しみは

さらに長くなります。 
国際的に、豚のガスによる屠殺のための人道的な方法は開発中であり、まだ使用段階にな

いと言われています。 

 

 

Compassion in World Farming資料より 

電気スタニングによると畜 
十分な電流により脳に電気ショックを与えると、即座に神経機能を停止させることができます。 
その後動物が回復するまでの間、無意識をもたらします。心臓に心臓の筋肉が機能しなくなるた

めに十分な同様の衝撃を与えると、死に至らしめることができます。 

電気スタニングには２つの主要な手法があります。 

1. 頭部のみ: 気絶のみの方法です（スタニングオンリー）。意識喪失の有効性と長さは、電流と

周波数と長さ長さによって異なります。 それを適切に適用すると、動物はほとんど瞬時に意

識を喪失します。 
2. 頭部から体: 気絶と致死の方法です（スタンキル）。 いくつかの方法は、動物が意識を喪失さ

せるために最初に頭部のみに電撃を与え、続いて心臓を止めて動物を殺すために頭から体への

電撃を適用します。 



２の気絶と致死システムは、動物が出血中に意識を取り戻す危険性がないことを確実にするとい

うさらなる利点があります。 

 
※アニマルライツセンター追記：当ページはと畜場について書かれたものであるため、スタンキ

ルの方を参照してください。 
 
すべてのスタニング方法は適切に適用された場合にのみ機能します。 これは、気絶させられてい

る特定の種のための正しい電気的パラメーター、特に電流、周波数、そして電流がどれくらいの

時間流されるのかに依存します。 

脳が十分な衝撃を受けない場合、2つの重要なリスクがあります。 

● 動物は電気的に固まってしまう。  
彼らは動かなくなりますが、完全に意識があります。 これは苦悶を引き起こすでしょう。

これは人々を電気的に動かなくさせるように設計されたテーザー銃の効果のようなもので

す。 訓練されていない、または非良心的な目には、動物は気絶しているように見えるかも

しれませんが、彼らは非常に乏しい福祉に苦しんでいます。 
● 動物が出血で死ぬ前に意識を回復する。 

動物が意識を回復するリスクは、次の方法で最小限に抑えることができます。 

● できるだけ早く出血させる。 
Humane Slaughter Associationは、気絶させてから出血まで、最大15秒を推奨していま

す。 少ないほど良く、よりよいの食肉処理場ではそれが達成されます。 
● 効果的なカットを行う。 

喉を切る場合は、両方の頸動脈を切ることが不可欠です。 豚と牛は、首を切っても簡単に

は切断されない、血液を脳に供給する追加の椎骨動脈を持っているため、胸部スティック

で殺されるべきです。 

胸部にパドルを追加して心臓を通過する衝撃を利用した効果的なスタンキルは、回復のリスクを

排除します。これは、出血後、死亡までの時間が長くなる可能性がある牛には特に利点がありま

す。 
 
 “Stun Duration” Humane Slaughter Association undated. http://www.hsa.org.uk/electrical-stunning/duration. Please note, there 
are circumstances in which cutting in less than 15 seconds is important to minimise risks of an animal regaining consciousness 

 

当資料は下記からダウンロードできます 

https://www.hopeforanimals.org/wp-content/uploads/2019/02/on-farm-ki
lling-of-livestock-for-disease-control-purposes.pdf 

 

OIEコードの仮訳は農林水産省がお持ちのはずですが、もし入手が難しけれ

ばアニマルライツセンターにご連絡ください。 
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